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　『
地
域
の
防
犯
は
地
域
住
民
の
手

で
行
う
』
を
合
い
言
葉
に
、
自
主
的

に
活
動
を
行
う
「
印
西
市
防
犯
パ
ト

ロ
ー
ル
隊
」
は
、
今
年
結
成
5
年
目

を
迎
え
ま
す
。

　
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
の
み
な
さ
ん
は
、

全
員
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
、
主
に
平

日
の
朝
や
夕
方
に
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実

施
。
隊
員
も
老
若
男
女
さ
ま
ざ
ま
な

構
成
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
防
犯

活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　
去
る
　
月
　
日
、
そ
の
防
犯
パ
ト

11

10ロ
ー
ル
隊
出
動
式
が
千

葉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
中
央

駅
南
口
広
場
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
当
日
は
、
ト
レ
ー
ド

マ
ー
ク
の
蛍
光
色
の

ジ
ャ
ケ
ッ
ト
や
ベ
ス
ト
を
ま
と
っ
た

メ
ン
バ
ー
約
　
人
が
集
合
。

50

　
千
葉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
中
央
地
区
パ

ト
ロ
ー
ル
隊
員
・
牧
の
原
地
区
パ
ト

ロ
ー
ル
隊
員
の
ほ
か
、
本
年
度
か
ら

新
た
に
木
刈
小
P
T
A
の
み
な
さ
ん

や
東
京
電
機
大
学
生
が
パ
ト
ロ
ー
ル

隊
に
加
わ
り
、
多
く
の
隊
員
が
出
動

式
に
参
加
し
ま
し
た
。

　
出
動
式
終
了
後
に
は
、
全
員
で
千

葉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
中
央
駅
周
辺
の
パ

ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
、
そ
の
活
動
を

Ｐ
Ｒ
。

　
今
後
も
、
地
域
防
犯
の
要
と
し
て
、

活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

※
詳
し
く
は
左
記
ま
で
。

■問 
市
民
安
全
課
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
班

（
緯
内
線
7
1
4
）。

縦
横
列
を
そ
ろ
え
な
が
ら
色
と
り
ど

り
の
パ
ン
ジ
ー

が
一
株
一
株
丁

寧
に
植
え
付
け

ら
れ
、
約
1
時

間
で
き
れ
い
な

花
壇
が
完
成
。

　
こ
れ
か
ら
パ

ン
ジ
ー
は
厳
し

い
冬
の
寒
さ
に

耐
え
、
5
月
ご

ろ
ま
で
道
行
く

み
な
さ
ん
の
目

を
楽
し
ま
せ
て

く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
去
る
　
月
8
日
、
印
西
中
学
校
1

11

年
生
が
文
化
ホ
ー

ル
北
側
の
駐
車
場

周
り
に
約
1
街
2

0
0
株
の
パ
ン

ジ
ー
を
植
え
ま
し

た
。
　
こ
れ
は
市
内
美

化
活
動
の
一
環
と

し
て
、
毎
年
春
と

秋
に
印
西
中
学
校

の
生
徒
の
み
な
さ

ん
が
協
力
し
て
実

施
し
て
い
ま
す
。

　
当
日
は
心
配
さ
れ
た
雨
も
あ
が
り
、

粗　大　ご　み
年始（初回収集日）年末（最終収集日）地　区　名

1/10峨12/27峨浦部・小倉・和泉・白幡・浦幡新田・高西新田・浦部村新田・木刈・大塚・小倉台・
牧の木戸

1/4我１２/28我船尾・武西・戸神・戸神台・結縁寺・多々羅田・松崎・草深・泉・高花・小林・小林北・
小林浅間・小林大門下・武西学園台・中央南

1/5牙１２/29牙
内野・原山・安食ト杭・和泉屋・押付・笠神・川向・行徳・荒野・酒直ト杭・桜野・
佐野屋・下井・下曽根・将監・甚兵衛・滝・滝野・立埜原・角田・中・中田切・中根・
長門屋・萩埜・松木・みどり台・本埜小林・物木・竜腹寺

1/6画１２/30画
木下・木下南・木下東・竹袋・平岡・別所・宗甫・大森・鹿黒・亀成・発作・相嶋・
浅間前・西の原・原・東の原・岩戸・大廻・鎌苅・瀬戸・造谷・つくりや台・萩原・平賀・
平賀学園台・舞姫・松虫・美瀬・師戸・山田・吉高・吉田・若萩

※粗大ごみ収集事務所（緯碓80 8686）へ、早めに申し込んでください。12/31臥～1/3峨は受け付けできません。

碓伺 年末・年始はごみの収集日が変わります
年　始（初回収集日）年　末（最終収集日）

町内会名など（地区名） 資源物燃やさないごみ
有害ごみ

燃やす
ごみ資源物燃やさないごみ

有害ごみ
燃やす
ごみ

1/6画1/10峨1/5牙１２/30画12/27峨12/29牙大森・西埜原・七畝割・六軒・中の口・発作上・
発作下・亀成

1/6画1/11我1/5牙12/27峨12/28我12/29牙西の原・原（千葉ニュータウン）・東の原

1/4我1/13画1/5牙１２/28我１２/２3
（金・祝日）12/29牙木下（上町・下町・幸町）・木下東・竹袋・

木下南

1/4我1/13画1/6画１２/28我１２/２3
（金・祝日）12/30画七軒屋・内川・寺台・仲の側・柏木台・

原（草深）・結縁寺・松崎・宗甫・石道台

1/5牙1/11我1/6画12/26俄12/28我12/30画
鹿黒・泉・草深上・多々羅田・船尾・戸神・
戸神台・武西・武西学園台・中央南・内野・
原山・高花

1/5牙1/12牙1/6画12/26俄１２/２2牙12/30画古新田

1/4我1/12牙1/6画１２/28我１２/２2牙12/30画別所・鳴沢

1/5牙1/9
（月・祝日）1/4我１２/29牙１２/26俄１２/28我本郷・宮内・白幡・浦幡新田・小倉・和泉・

木刈・牧の木戸・大塚・小倉台

1/6画1/12牙1/4我12/27峨１２/２2牙１２/28我平岡・馬場・小林牧場・小林台方・小林新田・
砂田・小林北・小林浅間・小林大門下

1/4我1/17峨1/5牙12/28我１２/20峨１２/29牙
岩戸・大廻・鎌苅・瀬戸・造谷・つくりや台・
萩原・平賀・平賀学園台・舞姫・松虫・美瀬・
師戸・山田・吉高・吉田・若萩

1/9
（月・祝日）1/4我1/6画12/26俄１２/21我12/30画

安食ト杭・和泉屋・押付・笠神・川向・行徳・
荒野・酒直ト杭・桜野・佐野屋・下井・下曽根・
将監・甚兵衛・滝・滝野・立埜原・角田・中・
中田切・中根・長門屋・萩埜・松木・みどり台・
本埜小林・物木・竜腹寺

クリーンセンターへの直接搬入

クリーンセンターへの直接搬入は、年末が１２/３０画の午後４時まで、年始は1/4我の午前９時から。
※直接搬入するためには、あらかじめ搬入許可書が必要です。搬入許可書は、閉庁日の交付を行っていません
　ので、12/28我までに市役所、各支所・出張所で手続きしてください。
※直接搬入は、大掃除などに伴い多量に排出した時に限ります。

■各施設を会場とする各種相談もお休みです。
■詳細は各施設までお問い合わせください。

休み（定休日を含む）施　設

12/29牙～1/3峨

市役所、各支所、各出張所、西の原保育園こあら、
小林子育て支援センター、滝野子育て支援セン
ターテニスコート（松山下公園・高花公園・牧の
原公園）、滝野公園

12月中旬～2/29我
（芝生養生のため）

陸上競技場フィールド（松山下公園）、野球場（松
山下公園・高花公園・東京電機大学平岡グラウン
ド・旧印旛高校・印旛中央公園・印旛西部公園・本
埜スポーツプラザ）

12/28我～1/４我

各図書館、総合福祉センター、各公民館、ふれあ
い文化館、印旛歴史民俗資料館、そうふけふれあ
いの里、ふれあいセンターいんば（健康づくり
センターを除く）

12/27峨～1/5牙いんざい産学連携センター
12/30画～1/7臥温水センター

12/28我～1/4我
※各コミュニティセン
ターは12/22牙に臨時
開館します

文化ホール、、松山下公園総合体育館市民活動
支援センター、草深の森、各コミュニティセン
ター、各保健センター、子ども発達センター、高
花老人福祉センター、本埜スポーツプラザ

12/26俄～1/3峨健康づくりセンター

公共施設年末・年始のお休公共施設年末・年始のお休みみ

印
西
中
生
徒
が
美
化
活
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中
生
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美
化
活
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文
化
ホ
ー
ル
花
壇
に
パ
ン
ジ
ー
を
植

　
　
文
化
ホ
ー
ル
花
壇
に
パ
ン
ジ
ー
を
植
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 地
域
防
犯
の
要

　
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
出
動

　
板
橋
氏
は
、
昭
和
　
年
4
月
に
当

42

選
し
て
以
来
、
昭
和
　
年
ま
で
の
5

62

期
　
年
に
渡
り
、
旧
印
西
町
議
会
議

20
員
と
し
て
町
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
ま

し
た
。

　
ま
た
、
昭
和
　
年
7
月
か
ら
5
年

62

間
に
渡
り
、
旧
印
西
町
収
入
役
と
し

て
、
町
行
財
政
の
公
正
で
効
率
的
な

運
営
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
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高
齢
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叙叙叙叙叙叙叙叙叙叙叙叙叙叙叙叙叙叙叙叙
勲勲勲勲勲勲勲勲勲勲勲勲勲勲勲勲勲勲勲勲
叙
勲
栢栢栢栢栢栢栢栢栢栢栢栢栢栢栢栢栢栢栢栢栢

怯
旭
日
双
光
章

板
橋
衛
氏（
　
歳
・
浦
部
）
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▲板橋衛氏



■時 
日
時
　
■場 
会
場
　
■内 
内
容
　
■対 
対
象
　
■定 
定
員
　
■費 
参
加
費
　
■申 
申
し
込
み
　
■問 
問
い
合
わ
せ
　
■ＨＰ 
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
■メール 
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
　
■他 
そ
の
ほ
か
　
■携 
携
帯
電
話

印西市役所緯碓42 5111　　http://www.city.inzai.chiba.jp

凡
例

　11月1日から、防災行政無線か
ら放送された内容を確認するため
のテレホンサービス（フリーアクセ
ス）が無料で聞くことができます。
放送内容が分からなかったときや、
もう一度聴きたいときは、

緯0800―800―0864

をご利用ください。操作方法の説
明は、メッセージで確認できます。
※これまでの防災行政無線テレホ
ンサービス（緯碓40 2900）利用した
場合、通話料は利用者負担となり
ます。
■問 防災課防災班（緯内線４５4）。

■定 
　
人
。
■費 
無
料
。

30
■他 
動
き
や
す
い
服
装
で
、
バ
ス
タ
オ

ル
・
汗
ふ
き
タ
オ
ル
・
飲
み
物
を
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。

■申 
1
月
　
日
峨
ま
で
に
電
話
で
左
記

10

へ
（
先
着
順
）。

■問 
地
区
健
康
推
進
員
・
丹
澤
（
緯
碓42 

4
1
4
1
）、
野
中
（
緯
碓42 
7
3
3

4
）。

異
文
化
理
解
講
座

　
外
国
人
の
行
動
に
「
あ
れ
？
」
と

思
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
日

本
と
他
国
で
は
、
生
活
習
慣
や
文
化

な
ど
が
異
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
市
内
在
住
の
外
国
人
と

共
に
安
心
し
た
暮
ら
し
が
送
れ
る
よ

に
、
任
意
様
式
に
住
所
・
氏
名
を
記

入
の
上
、
企
画
政
策
課
ま
で
郵
送
・

Ｆ
Ａ
Ｘ
・
メ
ー
ル
、
ま
た
は
直
接
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

胸
資
料
の
閲
覧
…
市
役
所
、
各
支

所
・
出
張
所
・
公
民
館
・
図
書
館
、

ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
資
料
設

置
は
1
月
　
日
峨
か
ら
）。

10

※
応
募
に
要
す
る
諸
費
用
は
応
募
者

本
人
の
負
担
と
な
り
ま
す
。

■問 
企
画
政
策
課
企
画
政
策
班
（
〒
2

7
0
―
1
3
9
6
印
西
市
大
森
2
3

6
4
―
2
・
緯
内
線
4
7
3
・
胃
碓42 

7
2
4
2
・
■メール k

ik
ak
u
k
a@
m
l.

city
.in
zai.ch

ib
a.jp

）。

非
常
勤
職
員

怯
保
育
園
（
保
育
士
・
保
健
師
・
看

護
師
）

　
市
立
保
育
園
で
勤
務
す
る
非
常
勤

職
員
を
募
集
し
ま
す
（
登
録
制
）。

「
印
西
市
国
際
化
推
進
方
針
」

　
　
　（
素
案
）へ
の
市
民
意
見

　
市
で
は
、
国
際
化
の
推
進
に
あ
た

り
「
外
国
人
と
の
共
生
社
会
づ
く

り
」
を
目
標
に
掲
げ
、
そ
の
実
現
に

向
け
て
、
今
後
の
取
り
組
み
の
方
向

性
を
定
め
た
「
印
西
市
国
際
化
推
進

方
針
」
の
策
定
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
び
、
素
案
が
ま
と
ま
り
ま

し
た
の
で
、
市
民
意
見
公
募
（
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
）
を
実
施
し
ま
す
。

胸
意
見
募
集
期
間
…
平
成
　
年
1
月

24

　
日
峨
～
　
日
峨
。

10

24

■対 
市
内
に
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
人
、

お
よ
び
市
内
に
事
務
所
ま
た
は
事
業

所
を
有
す
る
法
人
そ
の
ほ
か
の
団
体
。

胸
意
見
の
提
出
方
法
…
平
成
　
年
1

24

月
　
日
峨
（
当
日
消
印
有
効
）
ま
で

24

家
庭
で
で
き
る
ら
く
ら
く
筋
ト
レ

　
毎
日
元
気
に
過
ご
す
た
め
に
、
手

軽
に
自
宅
で
で
き
る
ス
ト
レ
ッ
チ
体

操
を
わ
た
し
た
ち
と
一
緒
に
行
っ
て
、

寝
た
き
り
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

■時 
平
成
　
年
1
月
　
日
峨
・
午
前
　

24

17

10

時
～
正
午
。

■場 
中
央
公
民
館
（
大
森
）。

噛
講
師
…
市
職
員
。

平成２３年（２０１１）１２月１５日号（２）

胸
勤
務
日
時
…
平
日
・
午
前
7
時
～

午
後
7
時
、
土
曜
日
・
午
前
7
時
～

午
後
5
時
の
間
で
、
①
一
日
7
・
5

時
間
程
度
。
②
一
日
6
時
間
程
度
、

週
　
時
間
未
満
（
シ
フ
ト
体
制
）。

20
③
午
前
7
時
～
9
時
　
分
、
午
後
4

30

時
～
7
時
の
延
長
保
育
時
間
。

※
園
の
状
況
に
よ
り
勤
務
時
間
が
多

少
異
な
り
ま
す
。

胸
勤
務
場
所
…
市
立
保
育
園
。

■内 
保
育
に
関
す
る
こ
と
。

■対 
健
康
で
保
育
の
仕
事
に
情
熱
を
持

つ
　
歳
未
満
の
人
。
勤
務
時
間
の
①
、

65
②
は
、
保
育
士
、
看
護
師
、
保
健
師

の
い
ず
れ
か
の
資
格
を
有
す
る
人
。

③
は
保
育
士
の
資
格
を
有
す
る
人
。

胸
賃
金
…
保
育
士
9
1
0
円
～
1
街

0
1
0
円
（
経
験
年
数
に
よ
る
）、
看

護
師
1
街
1
4
0
円
、
保
健
師
1
街

1
8
0
円
（
通
勤
手
当
有
り
）。

■申 
履
歴
書
（
自
筆
で
写
真
張
り
付

う
、
外
国
人
を
理
解
す
る
た
め
の
講

座
を
開
催
し
ま
す
。

■時 
平
成
　
年
1
月
　
日
画
・
午
後
2

24

20

時
～
3
時
　
分
。

30

■場 
ふ
れ
あ
い
文
化
館
（
原
）。

噛
講
師
…
デ
ー
ビ
ッ
ド
・
ス
タ
ッ
ツ

氏
（
ア
メ
リ
カ
出
身
）。

■内 
市
内
小
・
中
学
校
に
勤
務
す
る
A

L
T
（
外
国
人
英
語
講
師
）
が
、
母

国
の
生
活
や
文
化
を
英
語
で
紹
介

（
通
訳
あ
り
）。

■定 
　
人
。
■費 
無
料
。

30
■申 
電
話
ま
た
は
メ
ー
ル
で
左
記
ま
で

（
先
着
順
）。

■問 
企
画
政
策
課
企
画
政
策
班
（
緯
内

線
4
7
3
・
■メール k

ik
ak
u
k
a@
m
l.

city
.in
zai.ch

ib
a.jp

）。

　
原
作
…
藤
沢
周
平
。
出
演
…
東
山

紀
之
、
菊
地
凛
子
、
藤
竜
也
ほ
か
。

監
督
…
篠
原
哲
雄
。

■時 
平
成
　
年
1
月
　
日
我
・
午
後
2

24

18

時
開
演
（
開
場
は
1
時
　
分
）。

30

■費 
無
料
（
全
席
自
由
）。
た
だ
し
整

理
券
が
必
要
で
す
。

※
　
月
　
日
峨
・
午
前
9
時
か
ら
文

12

20

化
ホ
ー
ル
、
各
公
民
館
、
総
合
福
祉

セ
ン
タ
ー
、
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
、

そ
う
ふ
け
ふ
れ
あ
い
の
里
で
整
理
券

を
配
布
し
ま
す
。　

1/18
（水）

　
ミ
リ
映
画
会
「
小
川
の
辺
」

１６

2/19
（日）

　
狂
言
と
コ
ン
ト
の
コ
ラ
ボ
レ
ー

シ
ョ
ン
。
出
演
は
南
原
清
隆
、
野
村

万
蔵
、
佐
藤
弘
道
、
安
め
ぐ
み
ほ
か
。

■時 
平
成
　
年
2
月
　
日
蚊
・
午
後
3

24

19

時
開
演
（
開
場
は
午
後
2
時
　
分
）。

30

■費 
一
般
3
街
0
0
0
円
、
子
ど
も

（
3
歳
か
ら
中
学
生
ま
で
）
1
街
5

0
0
円
（
全
席
指
定
・
発
売
初
日
の

み
1
人
4
枚
ま
で
）。

※
障
害
者
割
引
は
各
料
金
か
ら
5
0

0
円
引
き
。
チ
ケ
ッ
ト
購
入
の
際
、

障
害
者
手
帳
な
ど
に
よ
る
確
認
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

※
「
い
ん
ざ
い
爆
笑
ラ
イ
ブ
」
も
し

く
は
「
い
ん
ざ
い
寄
席
」
の
チ
ケ
ッ

ト
の
提
示
で
、
5
0
0
円
引
き
。

※
3
歳
未
満
の
子
の
入
場
は
不
可
。

※
チ
ケ
ッ
ト
は
　
月
　
日
臥
・
午
前

12

24

9
時
か
ら
各
プ
レ
イ
ガ
イ
ド
で
発
売

開
始
。
残
券
が
あ
る
場
合
は
　
月
　

12

24

日
臥
・
午
後
1
時
か
ら
文
化
ホ
ー
ル

の
み
で
電
話
予
約
開
始
。

現
代
狂
言
疫

狂
言
と
コ
ン
ト
が
結
婚
し
た
ら

文化ホール
小林公民館

そうふけ公民館
印旛公民館
本埜公民館

プレイガイド

■問 文化ホール
（緯碓４２ ８８１１）

※
各
プ
レ
イ
ガ
イ
ド
で
売
り
切
れ
の
際
は
、

文
化
ホ
ー
ル
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
電
話
予
約
の
受
け
付
け
は
、
文
化
ホ
ー

ル
の
み
で
す
。

講
座
・
催
し

福
祉

2/12
（日）

　
出
演
は
、
林
家
木
久
扇
、
立
川
志

ら
く
、
桃
月
庵
白
酒
、
鏡
味
正
二
郎
。

■時 
平
成
　
年
2
月
　
日
蚊
・
午
後
2

24

12

時
開
演
（
開
場
は
午
後
1
時
　
分
）。

30

■費 
3
街
0
0
0
円
（
全
席
指
定
・
発

売
初
日
の
み
1
人
4
枚
ま
で
）。

※
シ
ル
バ
ー
割
引
（
　
歳
以
上
）・

65

障
害
者
割
引
は
料
金
か
ら
5
0
0
円

引
き
。
チ
ケ
ッ
ト
購
入
の
際
、
保
険

証
な
ど
の
年
齢
が
分
か
る
証
明
書
類

ま
た
は
障
害
者
手
帳
な
ど
に
よ
る
確

認
が
必
要
で
す
。

※
「
い
ん
ざ
い
爆
笑
ラ
イ
ブ
」
の
チ

ケ
ッ
ト
の
提
示
で
、
5
0
0
円
引
き
。

※
未
就
学
児
の
入
場
は
不
可
。

※
チ
ケ
ッ
ト
は
、
各
プ
レ
イ
ガ
イ
ド

で
　
月
　
日
臥
・
午
前
9
時
か
ら
発

12

17

売
開
始
。
残
券
が
あ
る
場
合
は
　
月
12

　
日
峨
か
ら
文
化
ホ
ー
ル
の
み
で
電

20話
受
付
開
始
。

い
ん
ざ
い
寄
席

　市では災害時などの情報伝達手段として、携帯
電話やパソコンへのメール配信サービス「印西市
緊急情報発信システム」を実施しています。
　このメール配信サービスは、どなたでも利用す
ることができますが、あらかじめ『利用者登録』
が必要になります。
　なお、登録は無料ですが、『利用者登録』および
『登録解除』の際の通信料、メールの受信、WEB
閲覧にかかる費用は、利用者の負担になります。
【防災メール『利用者登録』手順】
　利用する通信機器から下のアドレスに「空」メー
ルを送信してください。

 b@inz.171k.jp

※利用者登録手順および配信する内容の詳細につ
いては、市ホームページ（http://www.city.inza
i.chiba.jp）に掲載。
■問 防災課防災班（緯内線４５4）。

防災メールに登録を

▲ QR
コードも
利用可

 防災行政無線の
無料テレホンサービスを開始  

子
ど
も
医
療
費
助
成
受
給
券

が
使
え
な
い
場
合
は

　
子
ど
も
医
療
（
旧
乳
幼
児
医
療
）

の
対
象
者
が
県
外
な
ど
で
受
診
し
た

医
療
費
や
、
子
ど
も
医
療
費
助
成
受

給
券
が
使
え
な
い
医
療
機
関
で
受
診

し
た
医
療
費
は
、
保
護
者
に
対
し
て

償
還
払
い
を
し
て
い
ま
す
（
保
険
対

象
外
の
も
の
は
自
己
負
担
）。

※
有
効
期
間
が
あ
る
の
で
、
早
め
に

申
請
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

胸
申
請
に
必
要
な
も
の
…
▼
健
康
保

険
証
で
支
払
っ
た
領
収
書
の
原
本
▼

認
め
印
▼
保
護
者
名
義
の
金
融
機
関

の
通
帳
も
し
く
は
カ
ー
ド
▼
子
ど
も

医
療
費
助
成
受
給
券
▼
入
院
の
場
合

に
は
健
康
保
険
組
合
の
付
加
給
付
金

支
払
通
知
な
ど
。

■申 
左
記
窓
口
ま
で
（
郵
送
可
）。

■問 
子
育
て
支
援
課
児
童
家
庭
班
（
〒

2
7
0
―
1
3
9
6
印
西
市
大
森
2

3
6
4
―
2
・
緯
内
線
2
4
8
）。

け
）、
資
格
証
明
書
の
写
し
を
左
記

ま
で
提
出
。

■問 
保
育
課
保
育
班（
緯
内
線
2
2
3
）。

怯
保
健
セ
ン
タ
ー
（
管
理
栄
養
士
）

　
来
年
度
、
保
健
セ
ン
タ
ー
業
務
で

食
生
活
に
関
す
る
指
導
、
相
談
を
行

う
非
常
勤
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

胸
勤
務
日
時
…
事
業
日
程
や
指
導
対

象
者
と
の
調
整
に
よ
り
決
定
し
ま
す
。

胸
募
集
人
数
…
若
干
名
。

■内 
特
定
保
健
指
導
、
健
診
事
後
指
導
、

乳
幼
児
健
診
・
相
談
事
業
な
ど
。

■対 
管
理
栄
養
士
免
許
を
有
し
、　
歳
65

未
満
の
心
身
と
も
に
健
康
な
人
。

胸
時
給
…
1
街
0
4
0
円
～
1
街
1

1
0
円
（
経
験
に
よ
り
考
慮
）。

■申 
履
歴
書（
自
筆
で
写
真
張
り
付
け
）、

管
理
栄
養
士
免
許
の
写
し
を
左
記
ま

で
持
参
。

■問 
健
康
増
進
課
総
務
班
（
緯
碓42 
5
5

9
5
）。

募
集



印西市役所緯碓42 5111　　http://www.city.inzai.chiba.jp

■時 
日
時
　
■場 
会
場
　
■内 
内
容
　
■対 
対
象
　
■定 
定
員
　
■費 
参
加
費
　
■申 
申
し
込
み
　
■問 
問
い
合
わ
せ
　
■ＨＰ 
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
■メール 
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
　
■他 
そ
の
ほ
か
　
■携 
携
帯
電
話

凡
例

（３）平成２３年（２０１１）１２月１５日号

ミ
ニ
・
ガ
イ
ド

　農業委員会等に関する法律に基づき、毎年1
月1日現在で農業委員会委員選挙人名簿の調
製を行います。
　この名簿に載っていないと投票行為などが
できなくなるので、資格者は忘れず「農業委員
会委員選挙人名簿登載申請書」を提出してくだ
さい。
※申請書は12月12日に発送しています。
胸登録資格…次のすべてに該当する人。
①市内在住で、平成4年4月1日までに生まれ
　た人。
②10アール以上の農地を耕作する人、または
　その耕作者の配偶者および同居の親族で、
　年間おおむね60日以上耕作に従事する人。
※登録資格のある人で申請書が届かなかった
人は、下記まで申し出てください。
胸提出方法… 1月10日峨（必着）までに、返
信用封筒により農業委員会事務局まで。
■問 選挙管理委員会事務局（緯内線441）。

　県警では、12月9日画～平成24年1月
3日峨の間に「年末年始特別警戒取り締
まり」を実施します。
　この間、パトロールや交通取り締まり
などを強化しますが、みなさんも犯罪の
被害に遭わないよう注意して、楽しい何
末年始を過ごしましょう。
怯振り込め詐欺被害を防止しましょう
胸オレオレ詐欺…電話で「携帯電話番号
が変わった」などに注意。
胸還付金詐欺…「還付金を振り込むので、
ATMに行ってください」といった電話も
ご用心。
　このような場合はすぐに振り込まず、
必ず家族に確認するか警察に相談してく
ださい。
怯ひったくり被害を防止しましょう
　ひったくりの被害者の約9割は女性で
す。
　また、被害は、夕方6時から夜11時
台までの時間帯が約6割を占めています。
　年末年始はいつもより多額の現金を持
ち歩く機会が多いので、一層の注意が必
要です。

【ひったくり防止の方法】
①バッグなどは、たすきがけにして持つ。
②ひったくり防止ネットなど、防犯グッ
　ズを活用する。
③多額の現金は持たないようにし、人前
　で財布を見せることを避ける。
■問 印西警察署（緯碓42 0110）。

　

怯
犬
・
猫
譲
渡
会

　
わ
た
し
た
ち
が
保
護
し
て
い
る

犬
・
猫
た
ち
に
新
し
い
家
族
を
見
つ

け
る
た
め
の
譲
渡
会
を
開
催
し
ま
す
。

■時 
　
月
　
日
蚊
・
午
前
　
時
～
午
後

12

25

11

2
時
。

■場 
B
Ⅰ
G
H
O
P
駅
前
ビ
レ
ッ
ジ
。

※
動
物
の
持
ち
込
み
不
可
。
動
物
の

引
き
取
り
は
一
切
し
て
い
ま
せ
ん
。

■問 
ど
う
ぶ
つ
福
祉
の
会
ア
ニ
マ
ル
サ

ポ
ー
ト
・
ノ
ア
（
■ＨＰ h

ttp
://asn

o
ah
.n
o
o
r.jp
/

）。

怯
未
就
業
歯
科
衛
生
士
リ
カ
バ

リ
ー
コ
ー
ス

　
花
千
葉
県
歯
科
医
師
会
の
主
催
で
、

歯
科
衛
生
士
の
復
職
や
就
業
を
支
援

す
る
研
修
会
を
実
施
し
ま
す
。

■時 
①
平
成
　
年
1
月
　
日
蚊
、
②
2

24

29

月
5
日
蚊
・
い
ず
れ
も
 午
前
9
時
　30

分
～
午
後
4
時
（
全
2
回
）。

■場 
①
東
京
歯
科
大
学
歯
科
衛
生
士
専

門
学
校
（
千
葉
市
）、
②
千
葉
県
立
保

健
医
療
大
学
（
千
葉
市
）。

■対 
衛
生
士
資
格
を
持
つ
未
就
業
の
人
。

■定 
1
0
0
人
。
■費 
無
料
。

■申 
電
話
も
し
く
は
、
住
所
・
氏
名
・

電
話
番
号
を
記
入
し
た
書
類
を
F
A

X
で
左
記
へ
（
先
着
順
）。

■問 
北
原
学
院
歯
科
衛
生
専
門
学
校

（
緯
0
4
7
―
3
4
1
―
8
1
1

5
・
胃
0
4
7
―
3
4
3
―
5
5
2

3
）。

怯
冬
の
星
空
を
観
察
し
よ
う
！

■時 
平
成
　
年
1
月
　
日
臥
・
午
後
5

24

14

時
　
分
～
8
時
　
分
。

30

30

■場 
手
賀
の
丘
少
年
自
然
の
家（
柏

市
）。

■対 
親
子
・
一
般
。

■定 
　
人
。

80
■費 
一
人
2
0
0
円
。

■申 
電
話
で
左
記
ま
で
（
先
着
順
）。

■問 
手
賀
の
丘
少
年
自
然
の
家
（
緯
0

4
―
7
1
9
1
―
1
9
2
3
）。

国
民
年
金
保
険
料
の

　
　
　
　
納
め
忘
れ
に
ご
注
意

　
国
民
年
金
保
険
料
は
、
日
本
年
金

機
構
か
ら
の
納
付
案
内
書
な
ど
に
よ

り
、
毎
月
の
保
険
料
を
翌
月
の
末
日

ま
で
に
納
め
て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。

【
保
険
料
の
納
め
忘
れ
や
長
期
未
納

が
あ
る
と
…
】

①
万
一
の
事
故
の
と
き
な
ど
に
、
障

害
年
金
や
遺
族
年
金
が
受
け
ら
れ
な

い
。

②
長
期
未
納
の
場
合
は
将
来
、
老
齢

年
金
も
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

③
未
納
の
ま
ま
2
年
を
過
ぎ
る
と
納

め
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
。

　
こ
う
し
た
事
態
を
防
ぐ
た
め
、
便

利
で
安
心
な
「
口
座
振
替
」
や
、
保

年
金

険
料
を
前
も
っ
て
一
度
に
納
め
る
と

割
引
の
あ
る
「
前
納
」
な
ど
の
方
法

が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
収
入
が
少
な
く
、
保
険
料

を
納
め
ら
れ
な
い
場
合
は
「
免
除
制

度
・
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
」（
※

後
述
参
照
）
や
「
学
生
納
付
特
例
制

度
」
が
あ
り
ま
す
。

　
い
ず
れ
も
所
得
が
一
定
基
準
以
下

の
条
件
が
あ
る
の
で
、
市
役
所
国
保

年
金
課
高
齢
者
医
療
年
金
班
ま
で
、

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■問 
船
橋
年
金
事
務
所
（
緯
0
4
7
―

4
2
4
―
8
8
5
4
）、
市
国
保
年

金
課
高
齢
者
医
療
年
金
班
（
緯
内
線

2
8
8
・
2
8
9
）。

ご
存
じ
で
す
か

　
　
　「
保
険
料
免
除
制
度
」

　
国
民
年
金
に
は
、
収
入
が
少
な
い

な
ど
、
保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
が

胸積算線量計測結果胸
測定日・10月1日～11月30日　測定機器・DOSEi（ドーズアイ・富士電機珂製）　単位・ミリシーベルト

年間推定
積算線量

年間登校
(園)日数

積算
累計

積算
日数測定場所年間推定

積算線量
年間登校
(園)日数

積算
累計

積算
日数測定場所

0.377 295 0.06047  内野保育園0.140 200 0.02840  木下小学校
0.205 295 0.03449  木刈保育園0.140 200 0.02840  小林小学校
0.355 295 0.05949  高花保育園0.142 200 0.02738  大森小学校
0.191 295 0.03148  西の原保育園0.135 200 0.02740  船穂小学校
0.213 295 0.02636  もとの保育園1.040 200 0.20840 ★永治小学校
0.188 297 0.03149  山ゆり保育園0.127 200 0.02641  木刈小学校
0.222 294 0.03749  どんぐり保育園0.100 200 0.02040  内野小学校
0.286 295 0.03334 ★銀の鈴保育園0.110 200 0.02240  原山小学校
0.208 294 0.02434 ★原山保育園0.115 200 0.02340  小林北小学校
0.417 295 0.05841  しおん保育園0.229 200 0.04741  小倉台小学校
0.074 183 0.01332  西の原幼稚園0.178 200 0.03236  高花小学校
0.383 188 0.05326  天神幼稚園0.115 200 0.02340  西の原小学校
0.077 189 0.01537  小林天神幼稚園0.118 200 0.02339  原小学校
0.084 192 0.01739  きかり幼稚園0.155 200 0.03140 ★六合小学校
0.078 168 0.01839  しおん幼稚園0.180 200 0.03640  宗像小学校
0.083 207 0.01230  原山幼稚園0.125 200 0.02540  平賀小学校
0.197 295 0.03248  木刈学童クラブ0.278 200 0.05741 ★いには野小学校
0.295 295 0.04747 ★原山学童クラブ0.185 200 0.03740 ★本埜第一小学校
0.136 295 0.02350  木下学童クラブ0.175 200 0.03540 ★本埜第二小学校
0.138 295 0.02349  小倉台学童クラブ0.125 200 0.02540  滝野小学校
0.169 295 0.02849  西の原学童クラブ0.115 200 0.02340  印西中学校
0.132 295 0.02249  高花学童クラブ0.240 200 0.04840 ★船穂中学校
0.111 295 0.01848  内野学童クラブ0.140 200 0.02840 ★木刈中学校
0.144 295 0.02347  大森学童クラブ0.190 200 0.03941 ★小林中学校
0.119 295 0.01947  原・第２学童クラブ0.310 200 0.06240 ★原山中学校
0.083 295 0.01450  小林学童クラブ0.535 200 0.10740 ★西の原中学校
0.212 295 0.02839 ★いには野学童クラブ0.120 200 0.02440  印旛中学校
0.138 295 0.02349 平賀学童クラブ0.150 200 0.03040  本埜中学校
0.144 295 0.02449  滝野学童クラブ0.171 200 0.03541  滝野中学校
0.125 295 0.01740  内野第２学童クラブ0.104 197 0.02038  大森幼稚園
0.197 295 0.03045  永治学童クラブ0.080 197 0.01537  瀬戸幼稚園
0.245 295 0.03441  小林第２学童クラブ0.093 197 0.01838  もとの幼稚園
0.111 296 0.00924  クリオネクラブ0.187 295 0.03149  木下保育園

0.199295 0.03349  大森保育園
※太字の施設の詳細は各支所・出張所、市ホームページでご確認ください。
※★印のついた施設は、機器の消し忘れがあり、24時間測定をした日があります。

胸測定方法…子どもと同じ程度の高さとするため、先生の腰付近のポケット、ズボンなどに
積算線量計を装着し、子どもの滞在時間を目安に測定します。
　測定時間は、保育園が午前8時30分～午後4時30分、幼稚園が午前9時～午後2時30
分、小・中学校が午前8時～午後4時30分、学童保育が午後2時30分～午後7時です。

幼稚園、保育園、小・中学校などにおける
積算放射線量の測定結果

困
難
な
場
合
に
は
、
申
請
に
よ
り
保

険
料
の
納
付
を
免
除
・
猶
予
さ
れ
る

「
保
険
料
免
除
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。

　
保
険
料
の
免
除
や
猶
予
を
受
け
ず

保
険
料
が
納
め
忘
れ
の
状
態
で
、
万

一
、
障
害
や
死
亡
と
い
っ
た
不
慮
の

事
態
が
発
生
す
る
と
、
障
害
基
礎
年

金
・
遺
族
基
礎
年
金
が
受
け
ら
れ
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
保
険
料
免
除
に
は
「
全
額
免
除
」

「
4
分
の
1
納
付
」「
半
額
納
付
」「
4

分
の
3
納
付
」
の
種
類
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、　
歳
未
満
の
人
に
は
「
若

30

年
者
納
付
猶
予
制
度
」
が
あ
り
、
い

ず
れ
の
場
合
も
年
度
ご
と
に
申
請
が

必
要
で
す
。

　
免
除
に
つ
い
て
は
申
請
者
本
人
と

配
偶
者
、
世
帯
主
の
前
年
所
得
を
も

と
に
、
猶
予
に
つ
い
て
は
、
申
請
者

本
人
と
配
偶
者
の
前
年
所
得
を
も
と

に
審
査
し
、
決
定
さ
れ
ま
す
。

「年末年始特別警戒取り締まり」を実施します

農業委員会委員
選挙人名簿の登載申請

　
申
請
し
た
月
か
ら
平
成
　
年
6
月

24

の
期
間
を
対
象
と
し
て
審
査
し
ま
す
。

　
ま
た
、
申
請
は
原
則
と
し
て
毎
年

必
要
で
す
。

胸
手
続
き
に
必
要
な
も
の
…
国
民
年

金
手
帳
ま
た
は
基
礎
年
金
番
号
の
分

か
る
も
の
と
印
鑑
。

※
平
成
　
年
1
月
2
日
以
降
の
転
入

23

者
や
、
失
業
な
ど
に
よ
る
場
合
は
、

事
前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■問 
船
橋
年
金
事
務
所
、
市
国
保
年
金

課
高
齢
者
医
療
年
金
班
。

　
市
で
は
、
市
内
の
パ
ト
ロ
ー
ル

を
兼
ね
市
管
理
の
道
路
照
明
の
点

検
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
不
点
灯

な
ど
の
故
障
を
発
見
で
き
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。
昼
間
の
点
灯
や
、

夜
間
点
灯
し
な
い
な
ど
故
障
し
て

い
る
道
路
照
明
を
見
つ
け
た
場
合

は
下
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
故
障
原
因
に
よ
っ
て
は
修
理
に

数
日
か
か
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
町
内
会
な
ど
で
管
理
し

て
い
る
防
犯
灯
は
従
来
ど
お
り
町

内
会
な
ど
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

■問 
【
車
道
照
明
】
土
木
管
理
課
維

持
班
（
緯
内
線
7
9
8
・
■メール d

o
b

o
k
u
k
a
@
m
l.c
it
y
.in
z
a

i.c
h
ib
a
.jp

）

【
歩
道
照
明
】
市
民
安
全
課
市
民
安

全
班
（
緯
内
線
7
1
2
・
■メール 
 sim

in
a
n
z
e
n
k
a
@
m
l.c
it
y
.

in
z
a
i.c
h
ib
a
.jp

）。　

 お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
 道
路
照
明
の
故
障

胸
お
詫
び
と
訂
正
胸
『
広
報
い
ん
ざ
い
』　
月
1
日
号
1
ペ
ー
ジ
「
福
島
孝
之
氏
（
師

12

戸
）
が
「
第
　
回
日
本
盆
栽
作
風
展
」
で
農
林
水
産
大
臣
書
を
受
賞
」
の
中
で
、「
農
林
水
産

37

大
臣
書
」
と
掲
載
し
ま
し
た
が
、
正
し
く
は
「
農
林
水
産
大
臣
賞
」
で
す
。

　
お
詫
び
し
、
訂
正
い
た
し
ま
す
。
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柄
な
の
か
再
認
識

し
ま
し
た
。

　
平
安
時
代
に
な

る
と
、
表
紙
に
も
掲
載
さ
れ
て

い
る
馬
込
遺
跡
か
ら
、
二
つ
の

七
重
の
塔
を
模
し
た
 瓦
塔
 （
仏

が
と
う

教
施
設
の
中
に
納
め
ら
れ
た
素

焼
き
の
仏
塔
）
が
出
土
し
た
こ

と
も
分
か
り
ま
し
た
。

　「
中
世
・
近
世
編
」
で
は
、

結
縁
寺
蔵
の
重
要
文
化
財
「
銅

造
不
動
明
王
立
像
」
を
見
て
、

昨
年
の
御
開
帳
の
時
、
参
道
の

ヒ
ガ
ン
バ
ナ
を
見
な
が
ら
参
拝

し
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
し
た
。

に
本
埜
村
・
印
旛
村
と
合

併
し
、
新
「
印
西
市
」
が

誕
生
し
ま
し
た
。

　
合
併
前
の
平
成
　
年
か

19

ら
4
年
計
画
で
、
市
（
旧

印
西
市
）
の
歴
史
を
分
か
り
や
す

く
記
述
し
た
歴
史
読
本
刊
行
に
着

手
。
印
西
地
区
の
歴
史
を
叙
述
し

た
刊
行
物
を
編
さ
ん
す
る
た
め
、

執
筆
者
・
市
史
編
さ
ん
委
員
会
、

歴
史
読
本
編
さ
ん
専
門
部
会
の
み

な
さ
ん
で
討
議
し
、

①
市
民
の
生
涯
学
習
や
学
校
教
育

の
資
料
と
し
て
利
用
で
き
る
も
の

②
写
真
・
図
表
な
ど
を
活
用
し
、

見
や
す
く
分
か
り
や
す
い

を
コ
ン
セ
プ
ト
に
発
刊
に
至
っ
た

と
お
聞
き
し
ま
し
た
。

　
わ
た
し
も
全
3
巻
を
読
み
ま
し

た
が
「
原
始
・
古
代
編
」
で
は
遺

跡
・
古
墳
の
多
さ
に
驚
き
、
地
名

の
由
来
が
い
か
に
歴
史
あ
る
土
地

 市
史
発
刊
に
こ
こ
ろ
を
よ
せ
て

　「
印
西
市
歴
史
読
本
」に
お
も
う

広報レポーター： 瀧田   昭 造  （滝野）
たきた しょうぞう

滑
三
冊
セ
ッ
ト
の
「
印
西
市
歴
史
読
本
」

（
各
巻
1
街
3
0
0
円
）。
A
4
サ
イ
ズ
で

写
真
な
ど
使
っ
た
見
や
す
い
構
成
に
な
っ

て
い
ま
す

手
賀
川
を
舟
に
て
ゆ
け
ば
西
岸
近
く
茂
る
真
菰
の
水
 隠
 り
深
し

か
く
れ

木
　
刈
　
　
　
山
本
　
清
子

秋
の
日
に
色
鮮
や
か
に
咲
く
薔
薇
を
ゆ
ら
し
て
過
ぐ
る
風
や
は
ら
か
し

木
　
下
　
　
　
服
部
　
富
枝

朝
靄
の
中
を
歩
め
ば
聞
え
来
る
若
き
ら
交
は
す
朝
練
の
声

木
　
刈
　
　
　
道
見
　
優
子

わ
が
来
る
風
土
記
の
丘
の
古
墳
群
守
る
が
如
く
赤
松
高
し

滝
　
野
　
　
　
川
辺
　
祐
子

虐
待
に
死
し
た
る
 男
児
 つ
ら
か
り
し
日
々
を
思
ひ
て
記
事
に
見
入
り
つ

を
の
こ

　
原
　
　
　
　
野
村
　
と
く

西
空
に
残
月
淡
し
今
朝
の
霜

内
　
野
　
　
　
葛
西
　
節
子

入
れ
替
わ
り
山
茶
花
散
ら
し
発
つ
雀

木
　
刈
　
　
　
宮
下
　
諄
子

熱
気
球
上
げ
る
筑
波
や
蒲
団
干
す

小
林
浅
間
　
　
樫
本
聖
游
子

土
堤
を
行
く
吾
が
影
伸
び
て
芒
原

大
　
森
　
　
　
石
井
　
章
夫

葉
鶏
頭
や
身
丈
丁
度
の
幸
あ
れ
ば

大
　
森
　
　
　
小
林
　
八
重

　
今
年
の
『
広
報
い
ん
ざ
い
』
7

月
　
日
号
で
「
印
西
市
歴
史
読

15
本
」
発
刊
の
記
事
が
紹
介
さ
れ
ま

し
た
。
す
で
に
購
入
さ
れ
、
お
読

み
に
な
っ
た
人
も
い
ら
っ
し
ゃ
る

と
思
い
ま
す
。

　
こ
の
本
を
発
刊
す
る
に
あ
た
り
、

執
筆
・
編
さ
ん
に
携
わ
っ
た
小
池

康
久
さ
ん
（
市
教
育
委
員
会
生
涯

学
習
課
主
査
）
に
取
材
を
し
、
お

話
を
伺
い
ま
し
た
。

　
市（
当
時
は
印
西
町
）で
は
、
昭

和
　
年
に
印
西
町
史
編
さ
ん
事
業

59
の
取
り
組
み
を
開
始
。
そ
の
間
、

平
成
8
年
に
町
か
ら
市
（
旧
印
西

市
）
に
、
そ
し
て
平
成
　
年
3
月

22

掲載情報は11月29日現在
架クリーン推進課クリーン推進班（緯内線38３）

俳
句

五
十
嵐
正
雄
選

〈短歌・俳句をお寄せください〉
　一人一首または一句で未発表のもの。毎月２０日締め切り（必
着）です。投稿は、住所・氏名（ふりがな）・電話番号を明記の
上、秘書広報課広報広聴班まで。

短
歌

加
藤
惠
美
子
選

怯ゆずります情報（有料の物は希望価格）

怯さがしています情報

※詳しくは市ホームページをご覧ください

毎月5日は「ノーレジ袋デー」です。お買い
物にはマイバッグを持参しましょう。

　「
こ
ん
に
ち
は
！
」と
い
う
元
気

な
声
が
、
す
れ
違
う
生
徒
た
ち
か

ら
掛
か
っ
て
き
ま
す
。

　
秋
晴
れ
の
　
月
　
日
、
印
旛
明

10

21

誠
高
校
（
草
深
1
4
2
0
―
9
）

を
訪
問
し
ま
し
た
。
北
総
線
印

西
牧
の
原
駅
か
ら
、
徒
歩
約
　20

分
、
国
道
4
6
4
号
に
面
し
た

当
校
は
、
新
校
舎
完
成
を
機
に
、

今
ま
で
木
下
地
区
に
あ
っ
た
旧

印
旛
高
等
学
校
が
改
称
、
平
成

　
年
4
月
に
開
校
し
ま
し
た
。

22　
現
在
、
教
職
員
は
非
常
勤
講

師
を
含
め
　
人
。
生
徒
数
は
3

53

8
1
人
で
す
。
校
章
は
市
の
花

コ
ス
モ
ス
と
知
性
の
象
徴
で
あ

る
ペ
ン
を
あ
し
ら
い
、
地
域
と

共
に
発
展
す
る
文
武
両
道
の
進

学
校
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
4
階
建
て
校
舎
で
、
広
々
と

し
た
教
室
・
体
育
館
を
見
学
後
、

三
木
教
頭
先
生
か
ら
学
校
の
校

風
に
つ
い
て
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　
先
生
に
よ
る
と
「
当
校
は
地

域
に
信
頼
さ
れ
、
開
か
れ
た
学

校
づ
く
り
に
努
め
、
社
会
に
貢

献
で
き
る
人
材
育
成
を
目
指
し

て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
生
徒
の

学
力
向
上
・
進
路
指
導
の
充
実
、

そ
し
て
生
徒
の
自
主
性
・
個
性

の
伸
長
に
学
校
一
丸
で
努
力
し

て
い
ま
す
」
と
の
こ
と
で
し
た
。

ま
た
、
世
界
に
通
用
す
る
人
材

育
成
の
た
め
、
国
際
交
流
も
熱

心
な
よ
う
で
、
当
校
初
め
て
の

修
学
旅
行
は
韓
国
で
行
わ
れ
た

そ
う
で
す
。

　
併
せ
て
、
文
化
系
・
運
動
系

の
部
活
動
も
活
発
に
行
わ
れ
て

い
る
よ
う
で
し
た
。

　
3
年
生
の
女
生
徒
か
ら
、
当

校
に
つ
い
て
聞
く
と
「
印
旛
高

時
代
に
輪
を
か
け
て
充
実
し
た

毎
日
で
す
。
楽
し
い
思
い
出
を

作
り
、
来
年
の
大
学
受
験
に
臨

み
た
い
」
と
答
え
て
く
れ
ま
し

た
。
　
ま
た
、
取
材
当
日
は
日
中
交

流
の
た
め
、

男
女
　
人
20

の
中
国
の

高
校
生
が

来
校
。
グ

ル
ー
プ
に

分
か
れ
て

　「
近
代
・
現
代
編
」
で
は
、
大
正

時
代
の
横
綱
・
鳳
谷
五
郎（
本
名
：

滝
田
明
）
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

わ
た
し
と
同
姓
の
横
綱
の
存
在
に

親
近
感
を
お
ぼ
え
ま
し
た
。

　
最
後
に
「
歴
史
読
本
」
刊
行
に

ち
な
み
、
来
春
1
月
　
日
臥
に
は
、

28

市
教
育
委
員
会
主
催
の
市
史
講
演

会
が
、
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
い
ん

ば
（
美
瀬
）
で
開
催
さ
れ
る
そ
う

で
す
。

　
印
西
地
域
の
歴
史
に
触
れ
る
に

は
う
っ
て
つ
け
の
講
演
会
だ
と
思

い
ま
す
。
参
加
し
て
み
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

■問 
資
料
整
理
作
業
所
（
緯
碓40 
3
5

0
0
）。

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
は
休
所
日
。

の
食
事
会
、
英
語
・
数
学
・
芸
術

の
交
流
授
業
も
開
か
れ
、
生
徒
た

ち
も
和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
雰
囲

気
で
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　
授
業
後
、
体
育
館
で
交
流
会
が

開
か
れ
ま
し
た
。
ま
ず
最
初
に
、

印
旛
明
誠
高
校
の
生
徒
た
ち
が
剣

道
や
ア
イ
ド
ル
グ
ル
ー
プ
の
ダ
ン

ス
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
披
露
。

　
返
礼
に
中
国
学
生
は
、
男
女
混

声
の
合
唱
で
応
え
、
最
後
に
両
校

の
生
徒
が
見
守
る
中
、
中
国
の
女

生
徒
が
「
上
善
若
水
」（
じ
ょ
う
ぜ

ん
は
み
ず
の
ご
と
し
）
と
い
う
見

事
な
書
を
書
き
上
げ
、
惜
し
み
な

い
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　
訪
れ
て
分
か
り
ま
し
た
が
、
印

旛
明
誠
高
校
は
フ
レ
ッ
シ
ュ
で
魅

力
あ
る
高
校
で
す
。
今
後
も
生
徒

や
先
生
の
活
躍
に
期
待
が
寄
せ
ら

れ
ま
す
。

■問 
千
葉
県
立
印
旛
明
誠
高
等
学
校

（
緯
碓47 
7
0
0
1
）。

▲冷凍冷蔵庫（要相談）▲額（油絵用）▲小林中学校女子制服（夏・冬）▲炊飯器
（１千５百円）▲電子レンジ（３千円）▲鎌ヶ谷高校女子制服（要相談）▲スライ
ングラック▲オートマティックゲート▲ニンナニンナ▲液晶テレビの台▲ホッ
トカーペット▲ガスストーブ▲水盤▲せいろ。

▲印西中学校男子制服（夏・冬）体操服など▲天神幼稚園女子制服・体操服・かばん・
帽子▲秀明八千代高校男子制服・体育用品など▲印西中女子制服・セーター・ベスト
▲印旛中制服・体操服（男子・女子）▲しおん幼稚園制服・ジャージ（男・要相談）▲電
子ピアノ▲木刈中女子制服（夏冬上下）▲補聴器▲リカちゃん人形▲ベッド。

▲中国の高校生も一緒に受けた書道
の交流授業

▲葛両校の生徒がお
互いの文化を披露し、
交流を深めました

葛結縁寺（上）と「銅造
不動明王立像」（下）も
「歴史読本」の中で触れ
ています

広報レポーター：
 村形 　
むらかた

 彰治 （小林北）
しょうじ 千葉県千葉県立立

印旛明誠高等学印旛明誠高等学校校
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